平成25年度第1回理事会　議事録
開催日時：平成25年4月20日（土）　14：00～16：00
開催場所：山口県総合保健会館第4研修室　　  　　　  
出席者（理事）；山内 秀一　 伊藤  弘　　  三輪 光良　 吉永 憲正　 大田 則彦
   金谷 浩三　 小田 真一郎　 兼廣 敦子　 村田 良典　 渡邊 征二
　　　　 増矢 勝史　 新町 浩太郎    堀  健司　 内藤 貴之　 池田 隆志
　       蔵永 紀靖　  林  忠正   
出席者（監事）：高山 裕健　 齊藤 右司
出席者（事務）：楠本 しのぶ
欠席者（理事）：齋藤 康博　 丹羽 英彰
　以上、定款第33条の規定により理事の過半数の出席で理事会は成立。会長　山内秀一が議長となり、定款34条に基づく出席者の中より、議事録作成人として林忠正理事、議事録署名人として新町浩太郎理事、増矢勝史理事を選出した後、次の議案を付議した。
議題１　平成24年度決算について
1） 監査報告
（齊藤監事）
本日10時から事務所において、当会の会務・会計について高山監事とともに監査した。特に問題は無かった。
2） 決算の承認
（大田常任理事）
お手元の資料を参照願いたい。
まず、「平成24年度正味財産増減計算書内訳表」について説明する。
経常収益については、受取会費：4,212,000円、受取入会金：325,000円、講習会参加収益：979,000円、賛助金収益：970,000円、受託金収益：1,040,000円、雑収益：287,192円で、経常収益計：7,813,192円となっている。
経常費用（事業費と管理費）については、種々の科目が、ほぼ同じくあるが主な点について説明する。印刷製本費1,522,672円には、健康フェスタ等で使用した小冊子代294,000円が含まれている。消耗品費（事業費：118,878円、管理費：101,266円）が高額になっているが、印鑑代122,934円も含まれている。減価償却費：214,769円が事業費・管理費のどちらにもあるが、建物に加えＦＡＸ、応接セット、プロジェクターの減価償却もすることとなったため、予算の206,500円より、事業費・管理費とも増額になった。また顧問契約料：289,800円が発生した。したがって経常費用計：8,732,795円となり、内訳は、事業費：6,233,457円、管理費：2,499,338円となった。当期経常増減額は△919,603円となった。
予算案の時にも説明したが、入ってくるお金より、出ていくお金の方がかなり多く感じるが、特定資産（昔の特別会計）からの支出も計上されているためである。
今期の場合、事務所の減価償却費：413,140円と、備品の減価償却費：16,398円、印鑑代：122,934円、小冊子代：294,000円、これらの合計が846,472円であった。このあたりのことを「財務諸表に対する注記」にまとめて記述してある。
また、今期は法人移行登記：62,666円、役員登記：62,348円も計上した。継続事業１の当期経常増減額は2,954,550円で、公益目的支出額：2,943,848円をクリアしている。これらにより、正味財産期末残高：28,504,741円となった。
その他の資料（正味財産増減計算書、貸借対照表、貸借対照表内訳表、財務諸表に対する注記、財産目録）については、今の説明の詳細が示されているものである。「財務諸表に対する注記」は文字が小さいが、参照していただきたい。
（金谷常任理事）
ＦＡＸや応接セットなどの償却年数はどうなっているか。
（大田常任理事）
財務諸表に対する注記の２の（３）にも記述してあるが、残存価格を５年で均等償却することとなる。残り１円となるまで減価償却しなければならない。
3） 平成25年度予算書について（報告）
（大田常任理事）
３月３１日〆の報告であるため、３月の理事会の時の暫定額とは代わって、一般正味財産期末残高が27,504,741円となった。これに伴い25年度の収支予算書内訳表（案）での一般正味財産期首残高も27,504,741円となっている。
（山内会長）
　　今回の総会から、このたび示した様式でしか提示しないこととなる。よろしくお願いする。では、質問がないようであるので、１）から３）までの採決を行う。
（全員一致で承認）
議題２　第69回山口県診療放射線技師会定期総会・学術大会について
（新町理事）
　　第69回の山口県診療放射線技師会総会・学術大会・県民公開講座の準備進捗状況について報告する。お手元の資料を参照願いたい。
前日役員会は５月18日（土）に長門市中央公民館と同じ建屋内の長門市物産観光センター研修室で、14：00～16：00に行う。前日準備のステージ等の使用時間は、15：00～17：00とした。準備終了後、白木屋グランドホテルに移動し、18：30から懇親会（会費は後ほど知らせる）、現在36名の参加、宿泊は28名の予約となっている。
総会・学術大会は翌19日（日）に長門市中央公民館大講堂で行う。大講堂のほかに、談話室（講師接待用）、会議室（物産観光センター）も8：30～17：00で借りている。
当日の現地役員集合時間は9：00で、10：00から受付を開始する。
10：30～12：00が総会・その他の予定だが、今回の総会は選挙がないので割と早く終わりそうなので、総会終了後にＣＳＦＲＴ2013大会長上田会員より挨拶をいただきたい。準備委員長には新町理事があたり、司会は徳永昌之会員、議事録作成人は榊田喜之会員と井上健会員に、議事録署名人は茂刈正毅会員と山本勇会員に担当してもらう。
12：00～13：00に昼食を摂ってもらう。
13：00～14：00に県民公開講座「うまくストレスと付き合うために」と題して、ＪＡ山口厚生連メンタルヘルス対策室長　坂井譲先生にご講演いただく。
14：15～16：00までは学術発表ⅠⅡを行うこととしている。
終了後、撤収作業となる。
（山内会長）
　　表彰（学術奨励賞、学術功労賞）を総会後に、ＣＳＦＲＴ2013大会長の上田会員の挨拶より前に、組み入れ入れてもらいたい。
（新町理事）
　　了解した。
（山内会長）
金谷常任理事（表彰委員長）、表彰状などの準備はどう進捗しているか。
（金谷常任理事）
　　表彰状、副賞、賞状の入れ物（丸筒）などをどうするかをご相談したい。両表彰の賞状の素案はできているので、あとで会長等に閲覧していただく。訂正等あればご指摘いただきたい。表彰状のサイズはＡ４程度がよいと思うが、いかがか。
（山内会長）
　　表彰状のサイズや内容などは、金谷常任理事に任せる。
（林理事）
　　昨年、議事録署名人などに印鑑証明が必要だったと記憶している。楠本事務員からのメールを確認しなおせばわかるとは思うが、今は確かな記憶がない。
（伊藤副会長）
　　完成した議事録への議長の印と議事録署名人の印に対して、議長と議事録署名人が印鑑証明の提出が必要だ。総会終了後、早いうちに提出いただいた方がよいと思われる。議事録作成人については、提出の必要はない。
（新町理事）
横断幕と懸垂幕の材質・サイズ等について皆さんにご相談したい。資料に記載した内容となっているが、どうするのがよいかご討議いただきたい。
（林理事）
　　昨年は、それまでの２回の総会で使い回してきた横断幕が会場の都合で使えなかった。会場に見合った大きさや作りでよいと思う。
（山内会長）
　　では、採決を行う。材質が紙でよいと思われる方、挙手を願いたい。
（全員一致で承認）
　　全員賛成ということで、紙製の横断幕・懸垂幕を作成してもらって、できるだけそれを使い回していくこととしよう。
（新町理事）
公開講座の広報ポスターを作製した。すでに長門市中央公民館には貼り出し許可をもらっている。同ポスターは事務所にも掲示してもらう。地元のケーブルテレビにも、すでに文字のみで広報を依頼した（無料）。
（山内会長）
　　広報については、私の一存で県にも、公開講座を行うという意味合いで提出した。
（金谷常任理事）
　　次回70回の開催地はどこになるか。
（山内会長）
　　記念式典を行う関係上、山口地域担当となる。内藤理事には、地域の会員や我々理事にも仕事を割り振っていただいて、来年の総会・選挙の準備をよろしくお願いしたい。
　　さて、総会時の人数カウントの方法について、伊藤副会長から説明していただく。
（伊藤副会長）
　　総会では10：30には会場を閉鎖する。総会では賛同者数のカウントが必要だが、この仕方は具体的には決まっていないが、地域理事にお願いすることになるだろう。本日欠席の齋藤常任理事から、地域理事には委任状を前日までに集めていただき、その枚数を事前に把握しておきたい旨であると、伝言がある。誰に委任したかでカウントの難易が変わってくる。会長名ばかりでなく、各地域理事宛てくらいが望ましい。各地域理事にはよろしく対処願いたい。総会成立のためには、実出席と委任状とで会員の過半数の出席が必要である。
（山内会長）
　　議長への委任は無効である。無記名は会長委任と読み替える。
（吉永常任理事）
　　総会の冊子に挟み込む委任状に、その旨を、印刷までに間に合えば刷り込んでもらう。
（林理事）
　　昨年、10：30には会場を閉めて、遅れてきた会員は総会への議決権はないが傍聴権はあるとして、傍聴席を設けた。今回も同様として行うのか。
（山内会長・伊藤副会長）
　　そのようにしていただきたい。
（新町理事）
　　了解した。傍聴席を設ける。
（伊藤副会長）
　　司会進行等については、齋藤常任理事と共同でひな形を作成した。前日にでもお渡しする。
（山内会長）
　　では、議題２について承認いただける方、挙手をお願いする。
（全員一致で承認）
議題３　ＣＳＦＲＴ2013（11月16日・17日開催）について
（山内会長）
　　お手元の資料（茶色の紙）を参照願いたい。演題数をおおまかにでも把握しておく必要があるため、ざっくりとプログラムを示している。技術学会代表理事（真田様）と日放技会長（中澤様）の講演は、正式に書面で依頼してある。
　　シンポジウムは、司会を内田様（島根大学）、石井様（徳島文理大学香川校、前鳥取大学）にお願いした。シンポジストは、国際交流に関して、技術学会から橋田理事（熊本大学）、技師会から西田理事、国際学会での発表に関して技術学会員代表として宮原様（島根大学）、技師会員代表として舛田様（広島市、土谷総合病院）に、それから技師会でも技術学会でもない中立的な立場で、山口大学に入った新人の徳禮（とくれい）様に発言していただく。メインタイトル「地方から世界へ」に因んで国際的な学会での発表について、積極的なディスカッションをしてもらいたい。
特別講演は、1日目の市民公開講座として山口大学の松永尚文教授にお願いした。また翌日の市民公開講座は山口大学の澁谷景子教授にお願いした。
　　会場数は5会場とした。使用料が高いため、1会場の使用を諦めた。口述とポスターでの発表を織り交ぜ、対処したい。ランチョンセミナーは４社で、シーメンス、ＡＺＥ、富士ＲＩファーマの他に横河電機が受けてくれたと記憶している。
　　今後、技術学会や技師会協議会などからイベントの申し入れなどがあると、さらに口述発表の枠が厳しくなってくる可能性もあるが、2日めの午前中で終わらせたい。
　　会計担当は堀理事、会場責任者は小田理事、懇親会責任者は高山監事にお願いしたい。他の理事にも種々の責任者をお願いすることとなろう。よろしくお願いする。11月15日から参加できる方は、できるだけ早めに齋藤常任理事に連絡をしていただきたい。
（山内会長）
　　以上の事柄を承認いただける方の挙手をいただきたい。
（全員一致で承認）
議題４　「お父さんお母さんの健康講座」について
（山内会長）
　　皆さんには、先日メールでお知らせしている。今年は10/13（日）か10/19（土）のどちらかに開催予定とのことである。ただし、昨年共催していたアストラゼネカ社から昨年と同様額の共催を得られなかったため、80万円の負担金が生じるそうだ。山口県健康福祉財団、山口県看護協会、山口県予防保健協会、山口県診療放射線技師会の４団体で負担することになる。この健康講座は県民へのアピール度が高い印象はあるものの、当会は高額な負担金は出せない。できれば他のメーカーの共催を複数メーカーであっても探さないと、今後は当会が主催に入った形での開催が危ぶまれる。
（三輪副会長）
　　25年度の当会の行事として予算化はされていない。
（山内会長）
　　予算化されていない行事に、負担金を出せるものかを検討いただきたい。
（大田常任理事）
　　その出費は、なかなか難しい。
（吉永常任理事）
　　昨年の事情はどうなのか。また、どういう経緯があったのか。
（山内会長）
　　もともとはピンクリボン運動で始まった企画で、医師会が主催を受け持ち、当会は、医師会の中に他医療団体の一団体として入っていた。昨年、他医療団体をまとめていた医師会が主催を降りたため、当会はじめ医療関係４団体の合同主催として開催する事となった。この健康講座では、乳腺外科や泌尿器科の医師の講演、著名人（昨年はアグネスチャン、今年は麻木久仁子）の講演と、シンポジウムでは講演者に加え患者の会からの発言もあった。経費は丸久グループやアストラゼネカ社が負担し、当会の負担金は発生しなかった。しかし今年はアストラゼネカ社から昨年同様の援助が得られないようで、計画担当の朝日広告社から主催団体での負担金支出の依頼があった。
（各理事）
　　種々の討論がなされた。
（山内会長）
　　負担金が発生するようなら、主催を降ろさせて頂きたいとの返答をしたい。他の主催団体とのバランスも考慮すると辞退もありうるが、とりあえずお金がかからないなら、昨年と同様に主催を受けると返事をする。これで承認いただけるか。
（反対者なく、全員承諾と解釈した）
議題５　日本診療放射線技師学術大会（島根）（9月20日～22日開催）について
（山内会長）
　　すでにメールでお知らせしているように、島根県診療放射線技師会会長から118名の参加登録者の要請があったが、私個人としては提示された人数の確保は難しいと思っている。参加登録券の斡旋などもないので、山口県診療放射線技師会からの助成金も出さないが、隣県での開催であり協力が必要である。演題の締め切りが今月末であるので、私は演題を提出しようと思っている。できれば皆さんも何かの協力（演題発表あるいは参加のみ）をしてあげていただきたい。ＪＡＲＴのホームページ上での個人登録で参加登録するなどの対処をしてもらいたい。
連絡事項
1 入会申込書について
（山内会長）
ＪＡＲＴと同様に、本人の印鑑なしで対処できるようにしたい。現行の書式で申込者の㊞に押印しなくてよいこととすると、書類は郵送でなく、メールでのやりとりで済むことから事務処理の迅速化が図られる。
本人の押印の必要を無くすことに対して、採決を行う。
（全員一致で承認）
（吉永常任理事）
入会は、入会申込書を提出し、理事会の承認を得なければならないと、定款第6条に記載されている。
（大田常任理事）
前回の理事会から次回の理事会までにあった入会の報告をすることで対処したい。入会の都度に開催していくと、例えメール会議でも、理事会の回数が途方もなく増えてくる。
（伊藤副会長）
入会はどの時点で認めるのか。申し込み用紙が提出された時でよいか。
（林理事）
今回の理事会までには入会者があったはずだが、どう対処するのか。
（山内会長）
では、4月1日以後に、柳井・大島地域への1名の入会があったが、今回の理事会で、これを承認するか、採決したい。
（全員一致で承認）
（伊藤副会長）
転入会も2名あったことを報告しておく。最新版の名簿はいずれ理事にメール添付する。
2 中四国会長会議
（山内会長）
6月15日に海峡メッセ下関で開催される。山内会長、ほか6名が参加する。
3 医療監視への協力会員（非常勤の診療放射線技師）
（山内会長）
担当していただく会員が決まったので報告する。東部は吉永会員（徳山中央病院）、中部は伊藤会員（県立総合医療センター）、西部は川村会員（山口大学、今年度副技師長で赴任）でお願いする。県の方も勉強会（研修会）を行うとは言っている。
4 厚生労働大臣表彰
（山内会長）
当会に贈られることとなった。震災後の活動として10名以上が福島へ赴いたことへの表彰と思われる。伝達式が来週月曜日（4月22日）に行われるので、山内会長が代表して出席する。
③と④については、総会においても会員に報告する。
5 山口県主催の健康づくりイベントに関して
（金谷常任理事）
先日のメールで「やまぐち健康フェア」の11月4日（祝・月）に健康づくりセンターでの開催案内が届いたが、その文書で、この上部に記載してあった「やまぐち健康倍増戦略フォーラム」というのが不審に思えたので、県の担当者に確認したところ、3会場で県の今年の方針を説明したいとのことであり、各会場に何名かが参加した方がよい気がする。
7月9日（火）  13：00～16：00　山口県健康づくりセンター（山口市）
7月13日（土） 13：30～16：30　ルネッサながと（長門市）
7月18日（木） 13：00～16：00　スターピアくだまつ（下松市）
（山内会長）
とりあえず、金谷常任理事（組織担当）が7月9日に参加して、内容を報告頂きたい。
6 県総合保健会館（事務所）の運営会議
（山内会長）
来週水曜日（24日）午後に、運営会議が開催される予定である。山内会長が出席する。
（吉永常任理事）
講習会などに研修室を使用したいが、入居者の優先利用に関して、再度、議論していただきたい。
7 Ｘ線検診車の件（診療放射線技師法に違反？）
（山内会長）
下関市から、おそらく市民が、行政に訴えたようだ。皆さんにはご迷惑をおかけしていないだろうか。大学の松永教授にもＮＨＫが取材に来た。医師としても、検診車に同乗するのはなかなか困難だとされたが、正式コメントはされていない。厚生労働省に対して、診療放射線技師法の法改正に向けての動きが必要かと思われる。日本診療放射線技師会と他の団体とが、すでに動き始めたが、当会の理事にはＪＡＲＴからの資料をメールで送るので、目を通しておいてほしい。
8 肺ガン部会の報告
（渡邊理事）
3月27日に行われた肺がん部会の会議に出席した。報告書を先日、各理事宛てにメールで送っている。一読しておいていただきたい。25年度から県のがん対策推進事業の対応部署が、地域医療推進室医療対策班に代わった。
9 学術大会用のプロジェクター
（吉永常任理事）
かなり輝度の高いプロジェクターを誰か持っておられないだろうか。400名収容規模の広いホールであるので、光量不足を心配している。
（山内会長）
会場が大きいなら、会場のすべてを使わず、スクリーンへの映写も工夫してはどうか。
10 地域研修会謝礼について
（伊藤副会長）
講師謝礼については、事務所から地域理事宛てに現金書留で送付する。必要な日の10日前までに手取りの金額と講師名を知らせていただければ、対処する。書留には、謝礼金入りの袋・支払調書・講師領収書を同封して送付する。領収書を後日、事務所に送っていただきたい。それ以外の必要なお金があれば、仮払いの処置をさせていただくのでお知らせいただきたい。
11 宇津見会員の名誉会員への推挙
（林理事）
宇津見会員を名誉会員に推挙する件だが、総会で報告のような形をとるのか。
（山内会長）
名誉会員の推挙については理事会の承認のあとに、総会の承認が必要なので議案の最後に挙げてある。まだ本人に打診もしていないのだが、前日の懇親会に参加してもらいたいが、それに異論はないか。
（全員一致で承認）
宇津見会員に、懇親会への案内や宿泊の有無などの確認を事務所でお願いしたい。　　また、顧問、名誉会員2名への会議出欠確認などもお願いしたい。
以上の決議を明確にするため、この議事録を作り、定款第34条に基づき、会長及び監事並びに議事録署名人がこれに記名押印する。
　　　　　　　　　　　一般社団法人山口県診療放射線技師会　平成25年度第1回理事会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山口県診療放射線技師会会長　　山内　秀一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表議事録署名人
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　理事　　　新町　浩太郎
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　理事　　　増矢　勝史
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　監事　　　高山　裕健
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　監事　　　齊藤　右司
